
竹
野 　

昇 

議
員

太
陽
光
発
電
の
普
及

耕
作
放
棄
地
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
地
特
区
に
認
定
し
、
農
地
法
の
転
用
が

し
や
す
い
よ
う
研
究
し
て
は
。

特
区
は
難
し
い
が
、
個
別
の
案

件
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
目

的
と
し
た
転
用
申
請
が
あ
れ
ば
、
周

辺
農
地
へ
の
影
響
や
必
要
性
な
ど
を

審
査
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
66
件
許
可
し
て
い

る
。

高
南
幼
・
袋
井
南
幼
・

袋
井
南
保
育
所
の
統
合

高
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
、
近
く
に
幼
稚
園
や
保
育
所
が
あ
る
こ

と
が
、
子
育
て
世
代
の
移
住
を
呼
び
込
む

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。幼

稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
施
設

は
、
若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
定
住
を

促
進
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

満
杯
の
袋
井
駅
南
口
駐
輪
場

今
後
、
4
0
0
台
収
容
の
駐
輪
場
が

完
成
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
状
の
仮

置
き
場
は
満
杯
で
、
利
用
者
・
管
理
人
双

方
が
困
っ
て
い
る
。
暫
定
的
に
現
在
使
わ

れ
て
い
な
い
南
口
東
側
の
市
有
地
を
仮
設

置
き
場
に
で
き
な
い
か
。

北
口
駐
輪
場
に
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
南
口
広
場
東
側
に
さ
ら
に

設
置
し
て
も
、
北
か
ら
の
利
用
者
を

誘
導
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
状
で
よ

い
と
考
え
る
。

近
藤 

正
美 

議
員

国
際
化
に
よ
る

「
ふ
く
ろ
い
ス
タ
イ
ル
」
と
は

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9
で
醸
成
さ

れ
る
市
の
国
際
化
の
機
運
の
位
置
づ
け

は
。

大
都
市
と
異
な
り
、
宿
泊
施
設

が
少
な
い
課
題
は
あ
る
が
、
過
去
に

民
泊
で
受
け
入
れ
た
経
験
を
生
か

し
、
最
も
交
流
が
深
ま
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。
市
民

参
加
で
進
め
る
こ
と
が
本
市
の
ス
タ

イ
ル
に
な
る
と
考
え
る
。

袋
井
市
の
英
語
教
育
は

英
検
支
援
な
ど
英
語
熱
の
高
ま
り
に

対
し
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
活
動
の
内
容

は
。

小
学
校
低
学
年
か
ら
D
V
D
教

材
を
使
う
な
ど
、
英
語
活
動
を
先
行

実
施
す
る
。
小
中
一
貫
教
育
の
中
で

「
親
し
む
」
こ
と
か
ら
「
学
び
」
へ

の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
英
語
力

の
定
着
を
目
指
し
た
い
。

    

中
央
南
地
域
の

土
地
利
用
の
方
向
性
は

市
全
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本

構
想
の
中
で
、
浅
羽
北
地
区
か
ら
笠
原
地

区
へ
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
連
携
は
。

袋
井
駅
周
辺
と
連
携
を
深
め
、

浅
羽
北
地
区
を
「
地
域
拠
点
」
と
し

て
の
機
能
強
化
を
図
り
た
い
。
笠
原

地
区
の
「
小
笠
山
山
麓
開
発
事
業
」

は
年
内
を
目
途
に
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
た
い
。

袋井駅南口市有地

ALTによる小学校の英語授業

5 ふくろい市議会だより


